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花
見
の
宴
も
終
わ
り
、
新
緑

光
る
季
節
、
東
京
都
美
術
館
で

２
０
１
８
春
季
二
科
展
が
開
催

さ
れ
た
。

　

今
回
は
出
品
点
数
も
多
く
、

陳
列
に
も
工
夫
が
要
っ
た
が
、

全
体
に
巧
く
配
置
出
来
た
。

　

初
日
は
午
後
２
時
か
ら
開

場
。
待
っ
て
い
た
人
が
次
々
に

入
場
し
て
、
展
示
を
終
え
た
会

員
達
が
明
る
く
笑
顔
で
迎
え
、

賑
や
か
な
幕
開
け
と
な
っ
た
。

　

絵
画
部
は
、
彫
刻
部
の
協
力

を
得
て
、
立
体
と
平
面
の
融
合

絵画部
　
　

総
評

松
室	

重
親

会員展示　５室

����य़ق二科ల
����ɽ�ɽ��ʙ�ɽ��

౦ژඒज़ؗ

◇
２
０
１
８
春
季
二
科
展　

選
抜
出
品
者

（
会
友
）

青　

木　

洋　

子［
福　

岡
］

小　

川　

幸　

男［
福　

岡
］

小　

林　

君　

代［
群　

馬
］

工　

藤　

絵
里
子［
埼　

玉
］

佐
々
木　
　
　

実［
岩　

手
］

牟　

田　

志
津
子［
福　

岡
］

吾　

田　

弘　

子［
神
奈
川
］

富　

秋　

和　

子［
神
奈
川
］

吉　

田　

紗　

知［
千　

葉
］

水　

元　

美
穂
子［
京　

都
］

木　

村　

民　

治［
千　

葉
］

清　

水　

英　

子［
東　

京
］

田　

中　

と
も
恵［
和
歌
山
］

田　

上　

俊　

一［
熊　

本
］

中　

田　
　
　

登［
北
海
道
］

中　

村　

百
合
江［
東　

京
］

野
久
保　

由
美
子［
東　

京
］

長
谷
川　

晴　

香［
京　

都
］

星　

野　

千
鶴
子［
埼　

玉
］

水　

沢　

道　

子［
愛　

知
］

三
津
川　

好　

則［
滋　

賀
］

安　
　
　

新　

治［
茨　

城
］

柳　

澤　

綾　

子［
京　

都
］

（
一
般
）

朝　

比　

智　

美［
三　

重
］

石　

川　

篤　

司［
大　

阪
］

猪
立
山　

三　

鈴［
福　

岡
］

上　

田　

有
見
子［
大　

阪
］

小
野
寺　

さ
ゆ
り［
宮　

城
］

川　

島　
　
　

正［
熊　

本
］

川　

島　

理
智
子［
熊　

本
］

木　

村　

隆　

行［
愛　

知
］

黒　

川　

壽　

子［
千　

葉
］

佐
々
木　

邦　

枝［
東　

京
］

佐　

治　

登
茂
子［
福　

島
］

杉　

本　

恵　

理［
三　

重
］

高　

橋　

さ　

ち［
千　

葉
］

武　

部　

美
智
子［
青　

森
］

筒　

井　

通　

子［
奈　

良
］

中　

野　
　
　

誠［
鹿
児
島
］

中　
　
　

三
保
子［
北
海
道
］

野　

田　

喜
美
代［
滋　

賀
］

畑　

中　

良　

二［
宮　

城
］

日
比
野　

恵　

美［
愛　

知
］

道　

上　

恵　

美［
和
歌
山
］

望　

月　
　
　

强［
埼　

玉
］

横　

山　

杏　

子［
新　

潟
］

絵
画
部

彫
刻
部

出品者のギャラリートーク

会場入口

12室

展
示
の
部
屋
を
設
定
し
た
。

　

第
１
室
か
ら
入
る
と
、
前
年

度
受
賞
選
抜
者
の
意
欲
的
な
大

作
が
並
び
、
自
由
で
個
性
的
な

表
現
で
力
量
を
競
い
合
い
、
観

客
は
一
点
ず
つ
足
を
止
め
て
は

見
入
っ
て
い
た
。
ま
た
、
会
員

の
部
屋
は
、
節
度
の
あ
る
作
品

が
整
然
と
並
び
、
そ
の
確
か
さ

が
眼
を
引
い
た
。
他
に
具
象
的

な
も
の
と
抽
象
的
な
作
品
を

別
々
に
分
け
、
鑑
賞
し
易
く
特

色
を
出
す
工
夫
を
し
て
並
べ
た
。

　

順
路
に
従
っ
て
行
く
と
彫
刻

室
に
入
る
。
此
処
も
一
部
に
絵

が
掛
け
て
あ
る
。
会
員
、
会
友

と
共
に
、
前
年
度
受
賞
者
の

様
々
な
彫
刻
で
、
そ
の
占
め
る

授賞式　春季二科賞　筒井通子さん

　

新
緑
眩
し
い
上
野
・
東
京
都

美
術
館
で
、
二
〇
一
八
春
季
二

科
展
が
開
催
さ
れ
た
。

　

春
季
展
の
第
一
回
は
昭
和

十
一
年
三
月
、
日
本
橋
髙
島
屋

で
始
ま
り
、
こ
こ
東
京
都
美
術

館
で
の
開
催
は
平
成
二
十
一
年

か
ら
で
、
春
季
展
は
五
十
四
回

春
季
二
科
展

　

開
催

田
中　

良

空
間
は
、
立
体
だ
け
に
不
思
議

な
好
奇
心
と
想
像
を
生
み
、
そ

の
作
品
前
で
暫
く
見
入
っ
て
い

る
観
客
も
い
て
面
白
か
っ
た
。

秋
の
本
展
で
大
作
が
見
ら
れ
る

の
が
楽
し
み
で
あ
る
。

　

初
日
の
懇
親
会
も
、
多
数
の

来
賓
の
方
が
参
加
さ
れ
て
、
総

体
的
に
盛
り
上
が
り
、
意
義
の

あ
る
春
季
展
で
あ
っ
た
。

　

終
わ
っ
て
み
て
、
会
期
が
短

い
、
将
来
あ
る
新
人
を
も
っ
と

優
遇
し
て
み
て
は
如
何
、
と
い

う
声
も
あ
り
、
今
後
の
企
画
の

参
考
に
す
る
こ
と
を
期
待
し
た

い
。

目
を
迎
え
る
。
秋
の
二
科
展
に

比
べ
て
春
季
展
は
規
模
こ
そ
小

さ
い
が
、
会
員
に
は
実
験
の
場

と
し
て
、
選
抜
者
に
は
受
賞

者
展
と
し
て
の
意
味
合
い
も
含

み
、
意
義
が
深
い
。

　

今
年
の
展
示
空
間
は
絵
画
、

彫
刻
の
展
示
委
員
の
協
力
と
創

意
工
夫
に
よ
り
互
い
の
融
合
が

図
ら
れ
、
鑑
賞
者
か
ら
も
高
い

評
価
も
頂
い
た
。
こ
れ
も
ひ
と

え
に
会
員
の
皆
様
の
ご
協
力
の

賜
と
深
く
感
謝
を
致
し
ま
す
。

　

秋
の
第
一
〇
三
回
二
科
展
に

向
け
て
皆
様
の
ご
健
康
と
更
な

る
飛
躍
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

選抜作家展示　２室

会員展示　６室

　

春
季
二
科
展

授
賞
投
票
経
過　

　

絵
画
部
75
名
の
会
員
に
よ
る

投
票
の
結
果
、
一
人
４
名
以
内

の
記
入
で
23
票
を
獲
得
し
た
奈

良
の
筒
井
通
子
さ
ん
（
一
般
）
が

春
季
二
科
賞
に
、
ま
た
22
票
の

新
潟
の
横
山
杏
子
さ
ん
（
一
般
）

と
16
票
の
千
葉
の
黒
川
壽
子
さ

ん
（
一
般
）
が
春
季
賞
に
選
ば
れ

た
。
次
点
に
は
１
票
差
で
吾
田

弘
子
、
木
村
隆
行
、
富
秋
和

子
、
吉
田
紗
知
の
４
名
が
続
い

た
。
僅
差
で
は
あ
っ
た
が
、
投

票
結
果
を
精
査
し
尊
重
し
て
決

定
し
た
。

　

今
年
度
も
地
方
支
部
か
ら
の

選
抜
者
の
頑
張
り
が
目
立
っ
た
。

（
生
方 

純
一
）

（
会
友
）

藤　

田　

明　

美［
神
奈
川
］

吉　

田　

朋　

世［
奈　

良
］

稲　

葉　
　
　

朗［
東　

京
］

カ　
ツ　
ノ　
ユ　
キ　
コ［
東　

京
］

（
一
般
）

西　

澤　
　
　

桂［
長　

野
］

与　

島　
　
　

雪［
富　

山
］

坂　

本　

絢　

佳［
山　

形
］

井　

上　

幸　

夫［
群　

馬
］
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野
田�

喜
美
代

　

重
苦
し
く
男
っ
ぽ
い
工
場
内

を
円
と
柔
ら
か
い
曲
線
の
構
成

で
静
か
で
優
し
い
作
品
に
な
っ

て
い
る
。
上
部
か
ら
太
い
白
を

流
す
動
き
は
、
円
を
シ
ャ
ボ
ン

玉
の
様
に
用
い
て
軽
や
か
な
リ

ズ
ム
を
与
え
る
の
に
役
立
っ
て

い
る
。
画
面
が
青
の
み
で
少
し

冷
た
い
の
で
彩
度
の
低
い
暖
色

が
ど
こ
か
に
欲
し
い
気
が
し
た
。

 

（
益
子
）

川
島　

正

　

動
き
、
フ
ォ
ル
ム
が
本
展
の

時
よ
り
強
く
大
き
く
表
現
さ
れ

手
前
と
奥
を
意
識
し
重
厚
な
作

品
に
な
っ
て
い
る
。
木
の
洞
、

切
断
さ
れ
た
腸
管
、
心
に
あ
い

た
空
と
も
見
え
、
色
々
と
想
像

で
き
た
。
穴
の
中
を
黒
で
は
な

く
暗
く
し
、
そ
こ
を
描
き
こ
め

ば
も
っ
と
深
く
吸
い
こ
ま
れ
た

か
も
。 

（
益
子
）

中��

三
保
子

　

機
械
女
子
な
の
か
、
今
回
も

複
雑
な
部
品
と
配
線
図
ら
し
き

モ
チ
ー
フ
が
丁
寧
に
描
か
れ
て

い
て
好
感
。
ト
ラ
ッ
ク
の
エ
ン

ジ
ン
ル
ー
ム
に
迷
い
込
み
、
そ

こ
に
現
れ
た
無
骨
な
機
械
に
か

ら
み
つ
く
美
し
い
曲
面
に
魅
せ

ら
れ
た
の
だ
ろ
う
か
。
モ
チ
ー

フ
が
少
し
重
な
り
合
え
ば
更
に

又
、
新
し
い
美
が
見
え
る
か
も
。

 

（
益
子
）

野田 喜美代　「情景」　F100

黒川 壽子　「線の解放」　S100

横山 杏子　「馳せるひとへ」　F130

■
春
季
二
科
賞�

筒
井�

通
子

　

多
種
の
波
形
が
多
量
に
用
い

ら
れ
、
そ
の
中
に
沢
山
の
表
情

豊
か
な
人
物
や
動
物
が
登
場
す

る
。
曲
線
の
中
に
も
、
ナ
イ
フ

で
ス
ク
ラ
ッ
チ
さ
れ
た
曲
線
が

描
か
れ
、
意
味
深
い
ド
ラ
マ
が

繰
り
広
げ
ら
れ
、
そ
こ
に
人
間

の
内
面
に
潜
む
生
命
体
が
感
じ

ら
れ
る
。
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
構

成
に
作
者
の
勢
い
を
感
じ
た
。

 

（
木
戸 

征
郎
）

■
春
季
賞�

横
山�

杏
子

　

超
現
実
主
義
の
巨
匠
、
ダ

リ
の
絵
を
思
い
出
さ
せ
る
。
横

山
さ
ん
は
不
思
議
な
夢
の
世
界

を
描
く
シ
ュ
ー
ル
レ
ア
リ
ス
ト

だ
。
女
性
の
魔
力
、
呪
術
の
世

界
へ
と
誘
う
。
赤
い
大
き
な
唇

と
そ
の
中
に
輝
く
瞳
や
蝶
が
飛

ぶ
神
秘
的
な
湖
は
丁
寧
に
描
か

れ
、
自
由
で
伸
び
伸
び
し
た
構

成
等
は
好
感
が
持
て
る
。

 
（
香
川 

猛
）

■
春
季
賞�
黒
川�
壽
子

　

暖
色
の
太
陽
が
春
の
訪
れ

と
喜
び
を
告
げ
て
い
る
。
ト
ン

ネ
ル
を
抜
け
た
車
が
ハ
イ
ウ
ェ

ー
を
飛
ば
し
快
適
な
ド
ラ
イ
ブ

中
、
黒
い
池
と
周
囲
の
ブ
ル
ー

の
波
し
ぶ
き
は
氷
解
か
。
背
中

合
わ
せ
の
白
鷺
は
早
く
も
恋
の

季
節
！　

そ
ん
な
ド
ラ
マ
を
感

じ
る
心
象
風
景
。
ペ
ン
描
き
の

多
様
な
線
が
自
然
の
豊
か
さ
を

表
現
し
て
い
る
。 （
五
味 

祥
子
）

春季展 受賞作品寸評

筒井 通子　「海の詩」　F130

ՂබɾՃ౻ͻͱΈձһࢠ�ᚸɾӹాࣉ　ੇධ࡞ͷબͿࢲ

川島　正　「残照」　F100中 三保子　「Motor vehicle 1959」　F100

望
月　

强

　

客
の
い
な
い
テ
ラ
ス
レ
ス
ト
ラ

ン
の
様
子
。
材
質
ま
で
感
じ
取

れ
る
黄
色
い
イ
ス
と
テ
ー
ブ
ル
に

枯
葉
が
落
ち
、
私
の
好
き
な
モ

チ
ー
フ
で
あ
る
。
光
と
影
の
表

現
が
こ
の
作
品
の
メ
イ
ン
に
な
っ

て
い
る
。
強
い
て
言
え
ば
後
方

の
イ
ス
等
の
影
を
整
理
す
る
と

も
っ
と
良
い
と
思
っ
た
。 （
加
藤
）

上
田�

有
見
子

　

ガ
ラ
ス
の
り
ん
ご
な
の
に
何

故
か
瑞
々
し
さ
も
あ
り
写
実
力

に
圧
倒
さ
れ
る
。
海
か
、
宇
宙

か
、
今
回
は
バ
ッ
ク
を
暗
く
押

さ
え
ガ
ラ
ス
の
り
ん
ご
が
惑
星

に
も
見
え
、
よ
り
引
き
立
っ
て

い
る
。
若
々
し
く
新
鮮
な
作
品

で
あ
る
。 

（
加
藤
）

武
部�

美
智
子

　

何
気
な
い
木
立
に
三
本
の
大

木
を
強
調
し
て
描
い
て
い
る
。

描
写
力
が
あ
り
日
本
画
か
水
彩

画
に
も
見
え
る
。
抑
え
た
色
調

で
地
味
に
も
見
ら
れ
る
か
も
知

れ
な
い
が
、
と
て
も
味
の
あ
る

作
品
で
あ
る
。
バ
ッ
ク
の
処
理

が
上
手
い
と
思
っ
た
。 

（
加
藤
）

望月　强　「秋の街」　F100上田 有見子　「ガラスのりんごNo.3」
　F100

武部 美智子　「三の意匠」　F100 田上 俊一　「干し大根」　F100

小野寺 さゆり　「遠い二人」　F130

道上 恵美　「ニングル」　F120

小
野
寺�

さ
ゆ
り

　

金
色
が
か
っ
た
褐
色
に
朱
、

赤
、
青
緑
色
等
が
配
さ
れ
色
彩

が
美
し
い
。
構
図
も
大
き
く
取

っ
て
あ
っ
て
ス
ケ
ー
ル
を
感
じ

さ
せ
る
。
正
面
の
人
物
の
白
い

頭
部
が
説
明
的
。
背
景
と
も
っ

と
溶
け
合
っ
て
一
体
と
な
る
と
、

よ
り
ど
っ
し
り
と
大
き
な
作
品

に
な
っ
た
と
思
う
。 

（
寺
田
）

田
上�

俊
一

　

誰
も
が
知
っ
て
い
る
題
材
を

扱
い
な
が
ら
も
イ
ン
パ
ク
ト
の

あ
る
作
品
。
爽
や
か
な
色
調
の

中
に
愛
情
が
感
じ
ら
れ
好
感
が

持
て
る
。
三
連
の
横
の
構
図
は

単
調
に
な
ら
ぬ
よ
う
並
べ
方
に

リ
ズ
ム
感
が
あ
る
と
良
い
。
大

根
の
中
に
二
つ
三
つ
ア
ク
セ
ン

ト
、
主
役
を
務
め
る
も
の
が
欲

し
い
。
今
後
の
発
展
が
楽
し
み
。

 

（
寺
田
）

道
上�

恵
美

　

暖
か
み
の
あ
る
茶
色
に
み
ず

み
ず
し
い
緑
が
響
き
合
っ
て
美

し
い
。
点
描
が
生
命
感
を
出
し
、

の
び
の
び
と
し
た
お
お
ら
か
な

作
品
。
森
の
中
は
流
木
に
絡
む

水
草
の
よ
う
に
も
、
生
き
も
の

が
潜
ん
で
い
る
よ
う
に
も
見
え
、

想
像
力
を
か
き
立
て
ら
れ
る
。

点
描
の
大
き
さ
、
密
度
の
つ
け

方
に
変
化
が
あ
る
と
良
い
。

 

（
寺
田
）
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春
季
二
科
展
総
評　
　
　
　
　
　
　

𠮷
野	

毅

　

春
季
二
科
展
を
東
京
都
美
術

館
で
開
催
で
き
る
よ
う
に
な
っ

た
の
は
、
平
成
21
年
か
ら
で
あ

る
。
そ
の
時
の
春
季
展
彫
刻
の

総
評
に
、「
や
っ
と
獲
得
で
き
た

展
示
空
間
」
と
い
う
言
葉
が
あ

る
。
展
示
し
た
作
品
を
、
こ
れ

で
ゆ
っ
く
り
鑑
賞
し
て
も
ら
え

る
と
の
思
い
が
、
込
み
上
げ
て

き
た
の
だ
ろ
う
。

　

彫
刻
は
い
ろ
い
ろ
な
表
現
様

式
、
い
ろ
い
ろ
な
材
質
（
石
・

木
・
土
・
石
膏
・
金
属
・
樹
脂

な
ど
）
で
造
ら
れ
て
い
る
。
そ
の

よ
う
な
作
品
に
込
め
ら
れ
た
、

作
者
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
読
み
解

く
た
め
に
は
、
鑑
賞
者
が
作
品

の
回
り
を
自
由
に
移
動
で
き
る

ス
ペ
ー
ス
が
必
要
に
な
る
。
そ

し
て
視
点
の
移
動
に
よ
っ
て
彫

刻
の
表
情
は
変
化
し
、
鑑
賞
者

は
特
定
の
イ
メ
ー
ジ
を
押
し
付

け
ら
れ
る
こ
と
も
な
く
、
自
発

的
な
イ
メ
ー
ジ
の
世
界
に
入
っ

て
い
け
る
の
で
あ
る
。

　

デ
パ
ー
ト
の
催
事
場
を
パ
ネ

ル
で
仕
切
っ
て
造
ら
れ
た
、
俄

仕
立
て
の
狭
い
展
示
場
は
、
彫

刻
展
示
の
条
件
と
し
て
、
悪
過

ぎ
た
。
当
然
会
員
の
出
品
意

欲
が
な
く
な
る
要
因
と
も
な

っ
た
。
銀
座
松
屋
で
の
春
季
展

は
、
昭
和
61
年
か
ら
平
成
16
年

ま
で
続
い
た
。

　

東
京
都
美
術
館
の
、
白
い
壁

に
囲
ま
れ
た
天
井
の
高
い
空
間

で
の
展
示
が
10
回
目
（
平
成
23

年
は
美
術
館
改
装
の
た
め
春
季

展
は
休
止
）と
な
る
今
回
は
、
絵

画
と
彫
刻
と
の
「
融
合
展
示
」
が

計
画
さ
れ
、
実
施
さ
れ
た
。
絵

画
会
場
の
広
い
空
間
の
真
ん
中

に
置
か
れ
た
石
の
作
品
２
点
は
、

会
場
の
空
間
を
引
き
締
め
る
効

果
に
も
な
り
、
作
品
自
体
も
メ

ッ
セ
ー
ジ
を
し
っ
か
り
と
発
信
し

て
い
る
よ
う
に
見
え
た
が
、
彫

刻
会
場
で
の
絵
画
と
彫
刻
は
、

絵
画
会
場
に
比
べ
て
狭
い
こ
と

も
あ
り
、「
融
合
展
示
」
を
敢
え

て
試
み
た
効
果
は
な
か
っ
た
よ

う
に
見
え
た
。
壁
面
に
整
然
と

展
示
さ
れ
た
絵
画
と
、
無
限
定

の
空
間
に
無
造
作
に
置
か
れ
た

彫
刻
が
、
心
地
の
よ
い
響
き
合

い
を
す
る
こ
と
の
難
し
さ
が
あ

る
よ
う
だ
。

彫刻部受賞選抜者作品

与島　雪　「好きな時間」

西澤　桂　「春の陽」

吉田 朋世　「前世」
稲葉　朗　「Chalk up 3」

坂本 絢佳　「kotodama」

井上 幸夫　「歩む・18・春」

　

展
示
会
場
の
ど
こ
に
作
品
を

配
置
す
る
か
は
、
ど
の
公
募
展

で
も
会
の
考
え
方
が
現
れ
る
重

要
な
テ
ー
マ
と
い
え
ま
す
。

　

二
科
会
彫
刻
部
の
長
い
歴
史

の
中
で
作
品
の
展
示
場
所
決
定

は
、
一
部
の
理
事
・
評
議
員
に

よ
っ
て
行
わ
れ
て
き
ま
し
た
。

し
か
し
、
92
回
展
か
ら
は
「
展

示
委
員
会
」
方
式
を
採
用
す

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
こ
の

展
示
委
員
会
は
展
示
だ
け
で
な

く
、
展
覧
会
業
務
の
多
く
を
統

括
す
る
も
の
で
、
全
会
員
の
中

か
ら
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
り

約
20
名
で
こ
の
委
員
会
を
構
成

し
ま
す
。
展
示
委
員
に
な
っ
た

会
員
は
そ
の
年
の
展
示
方
針
か

ら
会
場
の
可
動
壁
の
配
置
、
全

作
品
の
展
示
場
所
な
ど
の
決
定

を
し
ま
す
。
展
示
委
員
の
任
期

は
２
年
で
、
２
年
目
の
10
名
は

次
の
年
に
新
し
い
10
名
と
入
れ

替
わ
り
ま
す
。

　

展
示
委
員
会
に
よ
る
運
営
の

良
い
と
こ
ろ
の
一
つ
と
し
て
、

会
員
全
員
が
会
の
目
的
と
も
い

え
る
展
示
に
関
わ
れ
る
こ
と
が

挙
げ
ら
れ
ま
す
。

　

そ
も
そ
も
二
科
会
の
理
事
・

評
議
員
と
い
っ
た
役
員
の
選
出

は
、
会
員
の
公
正
で
公
開
さ
れ

た
選
挙
に
よ
っ
て
選
ば
れ
て
い
ま

す
。
そ
の
う
え
に
彫
刻
部
で
は

会
員
全
員
参
加
の
「
展
示
委
員

会
」
方
式
を
採
用
し
て
い
ま
す
。

し
た
が
っ
て
、
地
位
や
立
場
の
優

位
に
よ
っ
て
作
品
を
陳
列
す
る

よ
う
な
こ
と
が
起
こ
ら
な
い
よ

う
に
工
夫
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

二
科
会
彫
刻
部
で
は
、
展
示

に
際
し
て
大
切
に
し
て
い
る
こ

と
を
以
下
の
３
点
に
ま
と
め
ま

し
た
の
で
紹
介
し
ま
す
。

※
展
示
に
つ
い
て
の

�

基
本
的
な
考
え
方

一
、
展
示
会
場
は
各
作
品
の
個

性
を
い
か
し
、
自
由
な
空

間
で
あ
る
こ
と
を
、
全
体

の
基
調
と
す
る
。

　

二
科
展
は
100
年
を
超
え
る
歴

史
あ
る
公
募
展
で
す
。
中
で
も

「
自
由
・
個
性
」
と
い
う
テ
ー

マ
は
創
立
当
時
か
ら
二
科
展
の

テ
ー
マ
で
あ
り
続
け
て
い
ま
す
。

展
示
委
員
会
は
、
各
委
員
が
自

由
に
意
見
交
換
し
、
展
示
委
員

長
を
中
心
に
毎
年
会
場
の
各
作

品
の
個
性
を
い
か
し
た
自
由
な

空
間
創
り
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

二
、
出
品
者
の
地
位
や
立
場
に

関
係
な
く
、
作
品
中
心
に

展
示
す
る
。

　

会
場
の
場
所
に
よ
っ
て
メ
イ

ン
の
場
所
が
発
生
し
、
そ
こ
か

ら
場
所
に
よ
る
ラ
ン
ク
付
け
と

地
位
や
立
場
に
よ
っ
て
展
示
場

所
が
固
定
化
さ
れ
な
い
よ
う
に

し
ま
す
。

　

展
示
委
員
は
全
会
員
参
加
で

ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
が
組
ま
れ
て
、

必
ず
全
員
が
５
年
に
２
回
ほ
ど

展
示
委
員
に
な
る
よ
う
に
な
っ

て
い
ま
す
。

　

会
場
全
体
の
コ
ン
セ
プ
ト
の

決
定
も
、
各
展
示
委
員
が
対
等

な
立
場
で
話
し
合
い
を
し
て
全

体
が
諒
解
を
し
た
う
え
で
、
展

示
委
員
長
が
ま
と
め
ま
す
。
作

品
の
配
置
は
そ
の
展
示
委
員
会

の
合
意
に
基
づ
い
て
決
め
ま
す
。

そ
の
際
、
自
分
の
作
品
の
場
所

が
気
に
入
ら
な
く
て
も
、
会
場

全
体
の
コ
ン
セ
プ
ト
を
優
先
し

ま
す
。

　

ま
た
設
置
場
所
が
固
定
化
し

ラ
ン
ク
付
け
さ
れ
な
い
様
に
毎

年
作
品
の
展
示
場
所
を
移
動
し

て
い
ま
す
。そ
の
際
、会
員・会
友・

一
般
・
受
賞
者
・
理
事
・
評
議
員
・

展
示
委
員
な
ど
の
方
々
の
展
示

場
所
が
固
定
化
し
な
い
よ
う
腐

心
し
て
い
ま
す
。

三
、
作
品
は
皆
等
し
く
（
作
品

相
互
に
つ
ぶ
し
合
う
こ
と

な
く
）
い
き
る
よ
う
に
展

示
す
る
。

　

同
じ
よ
う
な
作
品
を
比
べ
る

よ
う
な
展
示
は
し
ま
せ
ん
。
大

き
さ
・
材
質
・
色
な
ど
が
似
か

よ
っ
て
い
な
い
作
品
を
並
べ
、

作
品
の
個
性
が
い
き
る
よ
う
な

展
示
を
目
指
し
ま
す
。
３
６
０

度
見
ま
わ
し
た
方
が
い
き
る
作

品
は
会
場
の
中
心
部
へ
、
正
面

性
が
強
い
作
品
や
大
き
く
て
周

り
の
作
品
が
見
え
に
く
く
な
る

作
品
は
壁
際
に
展
示
し
ま
す
。

　

他
に
フ
ロ
ア
ー（
野
外・屋
内・

休
憩
室
）
の
特
性
に
合
わ
せ
て

展
示
し
ま
す
。

最
後
に
大
切
な
こ
と
と
し
て
、

「
展
示
委
員
会
は
、
上
記
の
原
則

を
出
来
る
限
り
達
成
す
べ
く
、

上
下
の
関
係
な
く
対
等
な
話
し

合
い
に
よ
っ
て
運
営
さ
れ
る
」

が
あ
り
ま
す
。
こ
の
考
え
方
は

展
示
だ
け
に
限
ら
ず
、
展
覧
会

業
務
全
て
に
関
わ
る
二
科
会
彫

刻
部
の
基
本
に
な
る
も
の
で
す
。

　

い
か
が
で
し
ょ
う
か
。
こ
の

よ
う
に
運
営
さ
れ
て
い
る
二
科

会
彫
刻
部
に
、
作
品
を
出
品
し

て
み
ま
せ
ん
か
。
今
後
も
我
々

は
、
個
々
の
作
品
が
個
性
的
で

フ
ロ
ア
ー
全
体
が
自
由
で
生
き

生
き
と
し
た
展
示
空
間
に
な
る

こ
と
を
目
指
し
て
い
き
ま
す
。

 

《
文
責　

廣
瀬
・
宮
澤
》

　
　

作
品
の
展
示
に
つ
い
て

特　集

藤田 明美　「転がれない」

カツノユキコ　「赤達磨」

展示風景
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す
が
、
会
員
を
中
心
に
し
て
作

品
の
質
の
向
上
、
出
品
者
の
増

員
に
努
力
し
、
二
科
会
の
存
在

意
義
や
、
団
体
展
の
地
域
に
対

す
る
文
化
的
貢
献
を
啓
発
し
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

第
１
０
３
回
東
海
展
は
愛
知

県
美
術
館
の
改
修
に
よ
り
中
断

と
な
り
ま
す
が
、
そ
の
分
、
出

品
者
の
レ
ベ
ル
向
上
の
研
究
会

を
充
実
さ
せ
る
よ
う
に
活
動
を

増
や
し
て
い
ま
す
。

　

今
年
の
第
１
０
３
回
展
は
出

品
者
一
同
、
今
ま
で
よ
り
一
層

制
作
に
励
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

 

（
三
後 

勝
弘
）

山
岸
北
陸
支
部
長
の
作
者
の
エ

ピ
ソ
ー
ド
を
ま
じ
え
た
解
説
に
、

会
場
の
雰
囲
気
が
和
み
ま
し
た
。

　

３
１
７
点
の
作
品
を
複
合
施

設
で
あ
る
会
場
の
特
微
を
生
か

し
た
展
示
に
な
る
よ
う
工
夫
し

ま
し
た
。
ギ
ャ
ラ
リ
ー
で
は
絵

画
を
一
点
で
も
多
く
と
の
思
い

で
、
詰
め
た
展
示
を
し
ま
し
た

が
、
二
科
の
熱
気
を
感
じ
さ
せ

る
迫
力
あ
る
空
間
を
作
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
ま
た
、
天
井

の
高
い
ア
ト
リ
ウ
ム
に
は
、
写

真
を
中
央
に
包
む
よ
う
に
絵

画
、
彫
刻
、
デ
ザ
イ
ン
の
四
部

門
を
同
一
空
間
に
展
示
し
、
二

科
を
ア
ピ
ー
ル
し
ま
し
た
。

　

富
山
は
少
な
い
メ
ン
バ
ー
な

が
ら
全
員
が
協

力
し
て
運
営
に

あ
た
っ
て
い
ま

す
。
今
回
、
来

場
さ
れ
た
多
く

の
方
か
ら
「
多

様
で
魅
力
的
な

作
品
に
圧
倒
さ

れ
た
」
な
ど
の
感

想
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。
私
達

に
は
大
き
な
励

み
と
な
り
、「
二

科
の
波
動
」が
富

山
に
届
い
て
い

る
こ
と
を
実
感

で
き
る
巡
回
展

と
な
り
ま
し
た
。

 

（
柳
田 

邦
夫
）

開
催
し
、
写
真
部
と
絵
画
部
の

ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク
、
弦
楽
三

重
奏
の
コ
ン
サ
ー
ト
を
行
い
ま

し
た
。
受
賞
者
は
絵
画
部
で
二

科
賞
、
会
員
推
挙
ダ
ブ
ル
受
賞

の
山
岡
明
日
香
、
他
受
賞
者
２

名
、
会
友
推
挙
５
名
を
数
え
、

本
年
度
も
京
滋
の
作
家
の
活
躍

が
見
ら
れ
ま
し
た
。

　

た
だ
、
今
回
の
手
狭
な
会
場

は
一
見
迫
力
を
感
じ
ま
す
が
、

作
品
の
間
隔
も
十
分
取
れ
ず
、

引
き
も
な
く
圧
迫
感
の
み
を
感

じ
さ
せ
て
、
空
間
の
大
切
さ
を

改
め
て
感
じ
た
巡
回
展
と
な
り

ま
し
た
。 

（
黒
川 

彰
夫
）

名
）
に
よ
る
出
品
作
品
と
、
全

国
巡
回
作
品
全
点
、
及
び
京

都
、
滋
賀
会
員
の
大
作
作
品
を

加
え
た
総
点
数
２
１
５
点
の
絵

画
作
品
に
、
彫
刻
部
作
品
14
点

を
加
え
た
展
示
で
す
。

　

毎
年
、
大
阪
展
は
文
化
の
日

と
重
な
り
、
恒
例
と
な
っ
た
ロ

ビ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
を
は
じ
め
、

家
族
三
世
代
で
ア
ー
ト
に
親
し

ん
で
も
ら
え
る
「
第
66
回
こ
ど

も
二
科
」
な
ど
、
様
々
な
イ
ベ

ン
ト
を
併
設
。
多
く
の
方
々
に

「
芸
術
の
秋
」
を
堪
能
し
て
い
た

だ
く
様
に
努
め
て
い
ま
す
。

　

会
期
中
は
好
天
に
も
恵
ま

れ
、
昨
年
度
よ
り
２
、０
０
０
人

多
い
、
１
８
、３
２
９
人
の
来
場

　

二
科
展
富
山
展
は
３
年
ぶ
り

に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

開
会
式
は
県
、
市
、
美
術
関

係
者
な
ど
多
く
の
来
賓
を
迎
え

て
行
わ
れ
ま
し
た
。
主
催
者
の

富
山
テ
レ
ビ
放
送
中
西
社
長
の

挨
拶
、
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
に
続
き

　

第
１
０
２
回
京
都
展
は
、
京

都
市
美
術
館
の
改
修
工
事
の
た

め
、
平
成
29
年
か
ら
３
年
間
、

京
都
市
美
術
館
別
館
で
の
開
催

と
な
り
、
平
成
29
年
10
月
24
日

（
火
）か
ら
29
日（
日
）の
６
日
間
、

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

大
阪
展
は
、
10
月
31
日
よ
り

11
月
12
日
ま
で
、
天
王
寺
公
園

内
の
大
阪
市
立
美
術
館
で
開
催

し
ま
し
た
。

　

大
阪
、
兵
庫
、
奈
良
、
和
歌

山
在
住
の
支
部
メ
ン
バ
ー
（
会

員
11
名
、
会
友
18
名
、
一
般
55

　

10
月
３
日
か
ら
９
日
ま
で
、

愛
知
県
美
術
館
ギ
ャ
ラ
リ
ー
で

開
催
し
ま
し
た
。
総
入
場
者
数

は
７
、２
７
９
人
、
作
品
総
展

示
数
は
６
４
０
点
で
し
た
。
県

の
美
術
館
全
館
使
用
の
規
模
の

公
募
団
体
展
も
徐
々
に
少
な
く

な
っ
て
き
ま
し
た
が
、
二
科
展

は
健
在
で
す
。

　

会
場
の
一
角
で
四
部
門
の
会

員
の
色
紙
、
小
品
、
約
１
０
０

点
の
抽
選
会
を
実
施
し
て
い
ま

す
。
こ
れ
が
中
々
好
評
で
、
参

観
者
の
方
々
の
楽
し
み
に
な
っ

て
い
る
よ
う
で
す
。

　

今
年
は
本
会
の
田
中
理
事

長
、
塙
事
務
局
長
の
両
先
生

に
来
観
い
た
だ
き
、
出
品
者
の

意
気
も
例
年
以
上
に
盛
り
上
が

り
、
展
覧
会
が
今
ま
で
よ
り
一

段
と
活
気
づ
き
ま
し
た
。

　

東
海
地
区
で
も
多
数
の
公
募

団
体
が
あ
り
ま
す
が
、
ど
の
団

体
も
衰
退
気
味
で
す
。
我
々
の

二
科
会
は
ま
だ
ま
だ
大
丈
夫
で

■
東
海
展

　
　

平
成
��
年
��
月
̏
日～��

月
９
日

　
　

愛
知
県
美
術
館
ギ
ャ
ラ
リ
ー

（
愛
知
芸
術
文
化
セ
ン
タ
ー
）

■
富
山
展

　
　

平
成
��
年
��
月
��
日～��

月
��
日

　
　

富
山
県
民
プ
ラ
ザ
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■
京
都
展

　
　

平
成
��
年
��
月
��
日～��

月
��
日

　
　

京
都
市
美
術
館　
別
館

今
回
は
手
狭
な
展
示
ス
ペ
ー

ス
の
都
合
上
、
作
品
点
数
、
大

き
さ
な
ど
ギ
リ
ギ
リ
の
状
態

で
、
写
真
部
、
デ
ザ
イ
ン
部
に

も
無
理
を
お
願
い
し
、
絵
画

１
２
０
点
、
彫
刻
15
点
、
デ
ザ

イ
ン
62
点
、
写
真
84
点
、
計

２
８
１
点
の
展
示
と
な
り
ま
し

た
。
搬
入
当
日
は
台
風
の
影
響

の
通
行
止
め
な
ど
で
一
部
作
品

の
搬
入
が
遅
れ
、
そ
の
為
展
示

時
間
も
少
な
く
な
り
困
難
を
伴

い
ま
し
た
。

　

会
期
が
６
日
間
と
例
年
よ
り

短
め
で
し
た
が
、
入
場
者
数
は

３
、９
４
９
人
で
、
一
日
の
入
場

者
数
は
例
年
と
ほ
ぼ
同
様
で
し

た
。
イ
ベ
ン
ト
も
昨
年
同
様
に

■
大
阪
展

　
　

平
成
��
年
��
月
��
日～��

月
��
日

　
　

大
阪
市
立
美
術
館

者
を
得
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

盛
況
の
要
因
と
し
て
様
々
な
こ

と
が
考
え
ら
れ
ま
す
が
、「
関

西
の
秋
の
風
物
詩
」
と
し
て
、

こ
の
大
阪
展
が
根
付
き
つ
つ
あ

る
と
も
感
じ
ら
れ
ま
す
。
人
々

の
関
心
を
絶
や
さ
ぬ
よ
う
、
よ

り
一
層
こ
の
二
科
大
阪
展
を
盛

り
上
げ
て
い
き
た
い
と
願
っ
て

い
ま
す
。 
（
高
畑 

彰
）
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鹿
児
島
で
の
開
催
が
68
回
目

と
な
る
第
１
０
２
回
二
科
展
巡

回
鹿
児
島
展
は
、
地
元
作
家
の

作
品
を
含
む
絵
画
、
彫
刻
、
デ

ザ
イ
ン
、
写
真
の
作
品
３
０
０

　

広
島
展
は
例
年
通
り
正
月
明

け
９
日
、
広
島
県
立
美
術
館
県

民
ギ
ャ
ラ
リ
ー
で
初
日
を
迎
え

ま
し
た
。

　

絵
画
、
彫
刻
、
デ
ザ
イ
ン
、

点
（
絵
画
１
１
０
、
彫
刻
10
、
デ

ザ
イ
ン
90
、
写
真
90
）が
展
示
さ

れ
、
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
で
は
前
田
支

部
長
が
「
若
い
世
代
が
新
し
い
挑

戦
を
し
て
い
る
展
覧
会
」
と
挨
拶

し
、
初
日
か
ら
多
く
の
美
術
フ

ァ
ン
で
賑
わ
い
ま
し
た
。
ま
た
、

会
期
中
に
は
会
員
・
会
友
・
同

人
に
よ
る
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク
を

行
い
、
そ
れ
ぞ
れ
特
徴
の
あ
る

内
容
で
お
客
様
に
楽
し
ん
で
い

た
だ
け
ま
し
た
。

　

会
場
の
一
角
に
は
２
月
に
逝

去
さ
れ
た
故
有
水
基
雄
会
員
の

作
品
を
展
示
し
、
在
り
し
日
の

　

昨
年
に
つ
づ
い
て
福
岡
県
立

美
術
館
で
の
開
催
と
な
り
ま

し
た
。
会
場
が
狭
い
た
め
、
会

場
構
成
に
気
を
遣
い
ま
し
た

が
、
田
牧
会
友
の
事
前
の
計
画

的
取
組
み
で
見
や
す
い
会
場
に

な
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
い

ま
す
。
展
示
点
数
は
３
３
０
点

（
絵
画
１
４
２
、
彫
刻
９
、
デ

ザ
イ
ン
59
、
写
真
１
２
０
）。

地
元
か
ら
受
賞
者
、
二
点
入
選

者
が
増
え
、
会
場
に
勢
い
を
感

じ
さ
せ
る
よ
う
に
な
っ
た
よ
う

に
感
じ
ま
す
。
入
場
者
数
は

３
、５
５
６
人
と
、
例
年
よ
り

伸
び
て
き
て
お
り
、
今
後
の
励

み
と
な
り
ま
し
た
。

　

今
回
も
い
ろ
い
ろ
な
関
連
事

業
を
開
催
し
ま
し
た
。
理
事
の

中
原
史
雄
先
生
を
講
師
に
お
招

き
し
『
自
分
ら
し
い
作
品
づ
く

り
支
援
講
座
Ｐ
ａ
ｒ
ｔ
２
―
色

と
形
』
と
題
し
て
の
実
演
や
受

講
者
の
演
習
を
交
え
た
講
演
会

は
、
昨
年
に
引
き
続
い
て
の
講

演
会
で
力
を
つ
け
始
め
た
受
講

生
の
熱
心
な
取
り
組
み
で
、
会

場
が
熱
気
に
包
ま
れ
ま
し
た
。

ま
た
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク
も
、

初
日
の
中
原
先
生
を
筆
頭
に
毎

日
地
元
の
出
品
者
に
よ
る
“
自

作
を
語
る
”
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー

ク
を
行
い
ま
し
た
が
、
こ
ち
ら

も
大
変
好
評
で
、
見
に
来
て
い

た
だ
い
た
お
客
様
か
ら
貴
重
な

ご
意
見
も
い
た
だ
き
ま
し
た
。

会
場
入
口
で
の
景
品
抽
選
で

は
、
鶴
田
会
友
の
ご
努
力
に
よ

り
協
賛
者
か
ら
提
供
い
た
だ
い

た
豪
華
景
品
の
抽
選
も
行
い
、

賑
わ
い
に
華
を
添
え
ま
し
た
。

 

（
田
浦 

哲
也
）

■
福
岡
展

　
　

平
成
��
年
３
月
��
日～３

月
��
日

　
　

福
岡
県
立
美
術
館

　

第
���
回
二
科
展

巡
回
展
日
程（
予
定
）　

◆
京
都
展

　

京
都
市
美
術
館　

別
館

平
成
30
年
10
月
２
日（
火
）

～
10
月
７
日（
日
）

◆
大
阪
展

　

大
阪
市
立
美
術
館

平
成
30
年
10
月
30
日（
火
）

～
11
月
11
日（
日
）

◆
広
島
展

　

広
島
県
立
美
術
館

県
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー

平
成
31
年
１
月
15
日（
火
）

～
１
月
20
日（
日
）

◆
鹿
児
島
展

　
鹿
児
島
県
歴
史
資
料
セ
ン
タ
ー

黎
明
館

平
成
31
年
３
月
10
日（
日
）

～
３
月
17
日（
日
）

◆
福
岡
展

　

福
岡
県
立
美
術
館

平
成
31
年
３
月
19
日（
火
）

～
３
月
24
日（
日
）

■
広
島
展

　
　

平
成
��
年
１
月
９
日～１

月
��
日

　
　

広
島
県
立
美
術
館

県
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー

写
真
の
４
部
門
総
数
５
７
８
点

の
展
示
、
６
、３
８
６
人
の
来

館
者
が
あ
り
ま
し
た
。

　

広
島
展
は
会
場
に
対
し
展
示

数
が
は
る
か
に
多
く
、
絵
画
は

２
段
掛
け
、
写
真
３
段
掛
け
の

展
示
が
ほ
と
ん
ど
で
、
来
館
者

に
は
心
苦
し
く
思
っ
て
い
ま
す

が
毎
年
感
謝
す
る
次
第
で
す
。

　

初
日
の
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
と
懇

親
会
に
は
、
昨
年
に
引
き
続
き

派
遣
理
事
の
西
先
生
を
お
迎
え

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
支

部
同
人
へ
の
ご
指
導
を
頂
け
る

機
会
で
は
丁
寧
な
ご
指
導
、
ご

助
言
を
頂
き
、
支
部
同
人
一
同

■
鹿
児
島
展

　
　

平
成
��
年
３
月
��
日～３

月
��
日

　
　

鹿
児
島
県
歴
史
資
料
セ
ン
タ
ー

黎
明
館

感
激
、
感
謝
し
ま
し
た
。

　

会
期
中
は
受
付
当
番
と
し
て

で
な
く
来
場
者
を
お
迎
え
す
る

と
い
う
趣
旨
と
、
４
部
門
の
作

家
同
士
の
交
流
を
図
り
、
互
い

の
作
品
を
通
し
勉
強
し
て
い
こ

う
と
い
う
こ
と
で
、
出
来
る
だ

け
会
場
に
詰
め
て
い
こ
う
と
申

し
合
わ
せ
て
い
ま
す
。
控
室
で

の
談
笑
も
楽
し
い
一
時
で
す
。

　

巡
回
展
を
通
し
て
絵
を
描
く

楽
し
さ
、
す
ば
ら
し
さ
を
広
げ
、

次
回
に
つ
な
げ
れ
ば
と
願
っ
て

い
ま
す
。 

（
高
藤 

博
行
）

姿
を
鑑
賞
者
と
と
も
に
偲
び
ま

し
た
。
他
に
支
部
同
人
の
小
品

作
品
の
チ
ャ
リ
テ
ィ
販
売
を
行

い
、
観
覧
し
て
下
さ
っ
て
い
る

方
々
に
は
す
っ
か
り
定
着
し
た

よ
う
に
窺
え
ま
し
た
。

　

昨
年
よ
り
１
日
短
い
会
期
で

あ
っ
た
に
も
関
わ
ら
ず
、
入
場

者
は
例
年
並
み
の
３
、０
４
９
人

で
し
た
。
鹿
児
島
の
春
の
風
物

詩
と
も
い
え
る
巡
回
展
で
す
が
、

さ
ら
に
充
実
し
た
展
覧
会
と
な

る
よ
う
、
今
回
の
課
題
を
整
理

し
て
、
次
回
に
つ
な
げ
た
い
と

思
い
ま
す
。 

（
野
平 

智
広
）

　

熊
本
地
震
で
被
害
を
受
け
た

地
区
の
子
供
た
ち
の
心
の
ケ
ア

に
役
立
つ
こ
と
を
願
っ
て
、
平

成
29
年
11
月
に
阿
蘇
郡
西
原
村

立
山
西
小
学
校
に
て
、
６
年
生

の
卒
業
記
念
共
同
制
作
作
品
の

支
援
活
動
を
実
施
し
た
。

　

卒
業
式
を
目
前
に
し
た
３
月

上
旬
、
子
供
た
ち
が
描
い
た
大

作
の
題
名
を
み
ん
な
で
考
え
て

い
た
だ
く
こ
と
と
し
た
。
そ
れ

ぞ
れ
か
ら
数
多
く
の
題
名
が
候

補
と
し
て
挙
が
り
、
そ
の
中
か

ら
絞
り
込
み
「
大
好
き
な
ふ
る

さ
と
、
西
原
村
の
四
季
」
に
決

定
し
た
。
子
供
た
ち
の
深
い
思

い
が
絵
に
表
現
さ
れ
て
い
る
。

　

作
品
は
新
装
な
っ
た
体
育
館

に
卒
業
記
念
作
品
と
し
て
展
示

さ
れ
た
。
９
月
に
は
１
０
３
回

二
科
展
会
場
に
展
示
さ
れ
る
。

�ށୡ　ڙࢠͷࡂʔඃࠂಈใ׆ԉࢧڵ෮ࡂຊ۽

熊本日日新聞　平成29年11月6日
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★支部ご参加のお問い合わせ・詳細は
　二科会事務所まで。

支 部 通 信
ಈհͰ͢ɻ׆෦࿈߹ͷࢧճɺւಓͱ౦ࠓ

෦ࢧٶ˔

　宮城支部は、同人３名から出発し
た歴史の浅い支部です。当県で平成
27年に第１回二科東北支部連合展を
開催し、初日に作品研究会を実施し
ました。年々同人が増え、今年の第
４回展では、絵画17名、彫刻２名が
38点の作品を出品します。研究会で
は、これまで二科会より理事長・理
事の先生方からご指導をいただき、
同人一同意欲的に制作に取り組んで
おります。

支部長　及川 英之

˔ळాࢧ෦

　秋田支部は、現在７名の小さな
所帯です。以前は14名と出品者もい
たのですが、高齢で退会や不出品
としだいに消滅状態でした。
　今回、ようやく１名参加して下さ
り７名となりました。支部活動は長
くにおいて残念ながらしておりませ
んでした。他展出品者との交流で
色々な意見交換できる地元の会に
所属し、そこでの発表という形式で
秋田作家協会に２名、秋田国際美
術協会に３名が参加しております。
　東北支部連合展が2015年に始ま
り、私達も意欲的に参加し、活動の
場を広げるということは大変良かっ
たと思っております。
　地元での開催はどこの会派も行な
っておりますが、ワンランクアップ
の東北全体で行なうというのは、大
きな宣伝材料でしたし、出品者を増
やすという意味でも効果的でした。
そして、他県の方と交流ができ批評
していただけるという大きなメリッ
トもありました。
　今後の課題として、もう少し出品
者を増やし、秋田支部展を開催でき
るように、お互いの研鑽を積んでい
きたいと思っております。

支部長　石黒 厚子

˔੨ࢧ෦
　二科青森支部60回記念展
　〜鷹山宇一と二科の仲間たち〜
　平成30年２月10日〜３月11日　
　七戸町立 鷹山宇一記念美術館

　二科青森支部展も60回を迎え、
鷹山宇一記念美術館主催による青
森の二科の先人の作品展示にあわ
せて支部の展示も行い、60年の歴
史の重みを感じさせる展覧会となり
ました。
　作曲家・ピアニストの西村由紀江
さんによるコンサート〜絵画とピア
ノのしらべ〜も、展覧会に花をそえ
てくださり、二科を地域の方々に知
って頂くことにもつながりました。
　一ヶ月間の入館者数は400名と、
大都市とは比較にはなりませんが、
限られた予算で協力し合い、心に
残る60回展を行うことができまし
た。このような活動をコツコツ続け
て、二科の風を青森にも吹かせたい
と思います。
 支部長　木村 精郎

෦ࢧܗࢁ˔

　山形支部は2017年に発足し、支
部員４名全員が彫刻部です。支部
発足前から関係各位のご厚意を賜
り、「東北支部連合展」には初回から
参加させていただいておりました。
この場をお借りして厚くお礼申しあ
げます。
　当支部単独での活動実績はござい
ませんが、皆様の温かい応援とご指
導を力に、制作してまいります。

支部長　町田 至

˔ౡࢧ෦
　第39回二科福島支部展
　平成30年７月18日〜７月23日
　福島市民ギャラリー

　今年で39回ですが、毎年、同人14
名が福島市民ギャラリーで支部展を
開催しています。34回展から中島敏
明理事より、それ以前は田中良理事
長より18年間、佐藤睦郎先生より15
年間、指導を頂いて向上に努めてき
ました。また、二科東北支部連合展
に支部として参加し、理事の先生方
からご指導を頂いています。

支部長　須田 美紀子

　二科会の会員・会友・出品者は関東以西の中京、関西、九州に多く、その
反面、東北、北海道と四国地方が少ない。そうした地方にテコ入れしていこ
うと理事会で決定した。東日本大震災を機に東北地方の救援活動をはじめと
し、東北六県の連合展を企画、仙台での連合展を続けた結果、会員や会友
推挙、受賞者など成果をあげている。そうした前例もあり、北海道も理事で
チームを作って応援しようということになった。
　現地の支部活動の事情聴取から始め、現地に負担をかけないことに配慮し
ながら、今回は会場や出品者の意気を盛り上げることを考え、田中理事長はじ
め、担当理事として生方、香川、総理大臣賞だった塙事務局長の作品（50号）
を賛助出品するとともに、４人が現地に赴き批評会を開いた。出品者の制作意
図を聞き、それぞれの個性を尊重しながらじっくりとアイデアやヒントになる
ことを話し合い、懇親会にも出席し、二科の現状や今後のビジョンと言ったこ
とを伝える機会にもなった。
　北海道は他の美術団体の勢力が強く、二科は会員の高齢化や不在などが
あり、求心力が薄れていた。101回展で２名が会員に推挙され、ようやく核
が出来てきた感がある。また、同人の中には「新道展」などを中心として活躍
している人もいて、レベルは高い。
　事務局では共同搬入などの具体的な提案を検討していくこととした。

˔ւಓࢧ෦
　第18回二科北海道支部展
　平成30年４月10日〜４月15日
　大丸藤井セントラル スカイホール

　ノーザンギャラリー

　厳寒の北海道に
もかすかに春の訪
れを感じる頃、第
18回北海道支部展
に理事長はじめ３
名の諸先生の御来
道を頂き、短い時
間でしたが沢山の
収穫を得、充実した勉強会でした。
　二科北海道支部（同人12名）は支部
活動を会の基盤とし、春季展では新
進作家の育成に寄与し、秋の二科展
では全道から作品の公募を受け、新
人・同人は作品制作に精進しつつ、
更に北海道での３大公募展（道展・
全道展・新道展）等に各々出品し、
自由な創造の精神で、個性豊かに独
自の理念に基づき、研鑽を重ねてお
ります。
 支部長　飯田 由美子

෦ࢧखؠ˔

　岩手支部は、2004年再設立を申
請し承認され、絵画・デザインの二
部門で組織構成されています。同
人（絵画８人・デザイン６人）は、地
域の芸術、文化の発展に貢献し、
相互の親睦と資質の向上を図ること
を目標・目的としています。
　支部の企画として年１回の支部展
は14回に至っています。回数を重ね
るごとに好評を得、地域の皆様に刺
激を与えるとともに、増々の賛同を
得ております。そして、東北支部連
合の発足により、理事の先生方の
指導で勉強する機会が多くなり、同
人の活躍が目覚ましく、支部の今後
が楽しみです。

　支部長　佐々木 実

第４回 二科東北支部連合展
ฏ��݄̒��ʙ݄̒��　ͤΜ͍ͩϝσΟΞςʔΫ

ୈ���ճ二科లʹ͚ͯ

　平成27年、東北の各支部が、二科東北支部連合を結集して、第１回展を
開催しました。これまで、二科会理事長田中良先生をはじめ理事の先生方に
賛助出品をいただくと共に、ご指導をいただいてきました。第４回展は、こ

れまで最も多い絵画50名、彫刻８名
が105点の作品を出品しました。
　東北支部連合同人一同、第103回二
科展によい作品を出品できるよう頑
張っております。

二科東北支部連合 代表　及川 英之
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■͓Βͤ
◆会員130号以上出品作品にはヒートンをつけて搬入し

てください。ヒートン不備の場合は、展示業者より請
求があります。
すべての作品裏木枠に天地シールを貼ってください。

◆会友・出品者の方へ
▶IUUQ���XXX�OJLBUFO�DPN�　出品規約、搬入目録等は
　二科展ドットコムで閲覧、ダウンロードできます。

第103回展より出品できる点数が６点までとなりました。
出品規約を再度ご確認ください。規約別紙［出品規約
の説明とアドバイス］の出品号数と点数・額装・変形
サイズ規約違反例・未発表作品の定義・盗作等の規
約違反などについて、を参照、熟読ください。

◆二科会には全国都道府県に支部があります。搬入出
業者の選び方、適切な出品の仕方、作品のアドバイス
等、特に初めて出品する方はお気軽に事務局や支部に
ご相談ください。

第
四
十
回　
定　
時　
会　
員　
総　
会

日
時　

平
成
30
年
６
月
９
日

午
後
１
時
～
３
時
10
分

場
所　

国
立
新
美
術
館
講
堂

出
席
会
員
２
０
１
名
（
委
任
状
出

席
１
０
０
名
）に
よ
り
成
立
。

出
席
理
事

　

田
中　

良　
　

生
方
純
一

　

松
室
重
親　
　

川
内　

悟

　

菅
原
二
郎　
　

吉
野　

毅

　

黒
川
彰
夫　
　

中
島
敏
明

　

中
原
史
雄　
　

山
中
宣
明

　

西　

健
吉　
　

宮
村　

長

　

香
川　

猛　
　

大
隈
武
夫

　

登
坂
秀
雄　
　

島
田
紘
一
呂

　

小
田
信
夫

出
席
監
事

　

木
戸
征
郎　
　

尾
崎　

功

　

前
田
耕
成

議
長　

田
中　

良

第
１
号
議
案

平
成
29
年
度
事
業
報
告

生
方
常
務
理
事
よ
り
議
事
資
料
に

基
づ
き
報
告
が
行
わ
れ
、
承
認
を

受
け
た
。

第
２
号
議
案

平
成
29
年
度
決
算
承
認
の
件

川
内
常
務
理
事
よ
り
平
成
29
年

度
財
務
諸
表
に
つ
い
て
説
明
が
あ

り
、
次
い
で
同
決
算
に
関
す
る
監

査
報
告
が
行
わ
れ
、
満
場
一
致
で

承
認
さ
れ
た
。

第
３
号
議
案

平
成
30
年
度
事
業
計
画
報
告

菅
原
常
務
理
事
よ
り
議
事
資
料
に

基
づ
き
、
平
成
30
年
度
事
業
計
画

の
説
明
・
報
告
が
行
わ
れ
、
承
認

さ
れ
た
。

第
４
号
議
案

平
成
30
年
度
正
味
財
産
増
減
予
算

書
報
告

川
内
常
務
理
事
よ
り
議
事
資
料
に

基
づ
き
、
平
成
30
年
度
収
支
予
算

書
の
報
告
・
説
明
が
な
さ
れ
、
承

認
さ
れ
た
。

第
５
号
議
案

任
期
満
了
に
伴
う
役
員
選
任
の
件

生
方
常
務
理
事
よ
り
次
期
役
員
選

任
案
の
説
明
が
行
わ
れ
、
各
役
員

候
補
ご
と
に
承
認
を
求
め
た
と
こ

ろ
、
原
案
通
り
可
決
承
認
さ
れ
、

全
候
補
者
は
就
任
を
承
諾
し
た
。

第
６
号
議
案

春
季
展
出
品
料
名
称
変
更
の
件

川
内
常
務
理
事
よ
り
「
春
季
展
出

品
料
」
名
称
変
更
案
が
説
明
さ
れ
、

春
季
展
出
品
料
は
そ
の
名
称
は
使

わ
ず
、
会
費
に
算
入
し
て
徴
収
す

る
こ
と
が
承
認
さ
れ
た
。

　

以
上
で
議
事
は
終
了
し
、
各
担

当
理
事
よ
り
報
告
が
あ
っ
た
。
議

長
は
こ
れ
を
以
て
閉
会
を
宣
し

た
。
こ
の
後
、
休
憩
を
は
さ
み
、

別
室
に
て
臨
時
理
事
会
が
開
催
さ

れ
た
。
理
事
会
で
決
定
し
た
役
員

人
事
が
国
立
新
美
術
館
講
堂
で
報

告
さ
れ
た
。（
全
役
員
が
重
任
）

◆
絵
画
部
部
会

　

総
会
閉
会
後
、
同
講
堂
に
て
絵

画
部
会
を
開
催
し
、
第
１
０
３
回

二
科
展
の
審
査
、
展
示
に
つ
い
て

多
岐
に
渡
り
検
討
さ
れ
、
基
本
方

針
が
確
認
さ
れ
た
。

　

作
品
本
位
の
公
平
な
挙
手
制
度

を
堅
持
し
つ
つ
、
会
員
（
審
査
員
）

や
支
部
活
動
の
な
い
地
域
に
対

し
、
審
査
前
の
出
品
奨
励
・
審
査

時
の
情
報
共
有
・
審
査
後
の
フ
ォ

ロ
ー
等
、
会
と
し
て
全
国
的
支
援

体
制
の
構
築
が
急
務
で
あ
る
と
の

認
識
が
合
意
さ
れ
た
。

　

最
後
に
会
員
同
士
の
活
発
な
論

議
が
会
の
活
力
を
生
み
健
全
運
営

の
礎
に
な
る
と
の
田
中
理
事
長
の

言
葉
で
し
め
く
く
ら
れ
た
。

◆
彫
刻
部
部
会

　

定
時
会
員
総
会
後
、
彫
刻
部
会

が
開
催
さ
れ
た
。
ま
ず
議
長
選
挙

が
行
わ
れ
、
本
年
度
議
長
と
し
て

廣
瀬
会
員
が
選
出
さ
れ
た
。
次
に

新
会
員
の
紹
介
の
あ
と
、
彫
刻
部

会
計
報
告
が
さ
れ
、
了
承
さ
れ
た
。

　

１
０
３
回
展
示
委
員
会
か
ら
は

春
季
展
の
反
省
が
報
告
さ
れ
、
中

で
も
絵
画
と
の
共
同
展
示
に
つ
い

て
は
様
々
な
意
見
が
出
さ
れ
、
熱

心
に
話
し
合
わ
れ
た
。
ま
た
、
継

続
審
議
事
項
の
キ
ャ
プ
シ
ョ
ン
の

英
字
表
記
や
図
録
を
写
真
デ
ー
タ

ー
で
提
出
す
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、

今
年
度
よ
り
任
意
で
実
施
す
る
こ

と
が
了
承
さ
れ
た
。

　

ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク
係（
二
ノ
宮

委
員
）
か
ら
の
報
告
の
後
、
宇
野

事
務
担
当
か
ら
は
彫
刻
部
の
日
程

と
役
割
分
担
、
会
員
・
会
友
の
現

状
報
告
、
事
務
作
業
の
今
後
に
つ

い
て
報
告
さ
れ
た
。
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・
代
表
理
事（
理
事
長
）

田　
　

中　
　　
　
　

良

・
常
務
理
事

（
絵
）伊　

庭　

新　

太　

郎

生　
　

方　
　

純　
　

一

川　
　

内　
　　
　
　

悟

松　
　

室　
　

重　
　

親

吉　
　

井　
　

英　
　

二

（
彫
）菅　
　

原　
　

二　
　

郎

𠮷　
　

野　
　　
　
　

毅

・
理
事

（
絵
）中　
　

島　
　

敏　
　

明

中　
　

原　
　

史　
　

雄

黒　
　

川　
　

彰　
　

夫

西　
　　
　
　

健　
　

吉

山　
　

中　
　

宣　
　

明

宮　
　

村　
　　
　
　

長

香　
　

川　
　　
　
　

猛

大　
　

隈　
　

武　
　

夫

（
彫
）小　
　

田　
　

信　
　

夫

登　
　

坂　
　

秀　
　

雄

島　

田　

紘　

一　

呂

・
監
事

（
絵
）尾　
　

崎　
　　
　
　

功

木　
　

戸　
　

征　
　

郎

（
彫
）前　
　

田　
　

耕　
　

成

・
名
誉
理
事

（
絵
）石　
　

附　
　　
　
　

進

（
彫
）細　
　

井　
　

良　
　

雄

・
参
与

（
絵
）文　
　

田　
　

哲　
　

雄

荻　
　

原　
　

寛　
　

子

（
彫
）工　
　

藤　
　　
　
　

健

日　
　

高　
　

頼　
　

子

・
評
議
員（
絵
画
）

塙　
　　
　
　

珠　
　

世

田　
　

浦　
　

哲　
　

也

五　
　

味　
　

祥　
　

子

田　
　

川　
　

絵　
　

理

濱　
　

田　
　　
　
　

進

野　

村　

み　

そ　

ら

三　
　

後　
　

勝　
　

弘

横　
　

前　
　

秀　
　

幸

森　
　

岡　
　

謙　
　

二

粕　
　

谷　
　

正　
　

一

戸　
　

狩　
　

公　
　

久

皆　
　

川　
　

恵　
　

子

山　
　

岸　
　

光　
　

代

一　
　

乗　
　

清　
　

明

馬　
　

場　
　

一　
　

郎

瀧　
　

澤　
　

賢　
　

福

堀　
　

尾　
　

一　
　

郎

加　
　

覧　
　

裕　
　

子

佐　
　

野　
　

明　
　

子

大　
　

塚　
　

章　
　

子

入　

佐　

美　

南　

子

江　
　

﨑　
　

榮　
　

彦

・
評
議
員（
彫
刻
）

藤　
　

巻　
　

秀　
　

正

安　
　

田　
　

明　
　

長

津　
　

田　
　

裕　
　

子

小　
　

林　
　

亮　
　

介

吉　
　

田　
　

二　
　

郎

市　
　

川　
　

明　
　

廣

鷲　
　

崎　
　

直　
　

子

西　
　

村　
　

文　
　

男

事
務
局
長　

塙	　

	

珠	

世

事
務
局
員　

安	

田	

明	

長

˙νϟϦςΟʔ༻࡞　֨نมߋ

第103回二科展チャリティー用作品が、
　　　　　額装小品（デッサン額）に変更となりました。

版画・水彩、ドローイング、油彩（ボード、カットキャン
バスに裏打ちなどで）、画材は自由、マット付きデッサン
額に収まる厚みの作品（サイズ 15cm×10cm）をご寄付お
願いいたします。

額、マットは会で用意、額装いたしますので、作品を
傷めぬようご準備の上、審査日（８月25〜28日）に
広報担当までお持ちください。

４部門会員のご協力によるチャリティ
ー活動が、来場者の方にご購入頂き
やすい小品で、さらに盛況となります
よう、ご協力お願いします。

25.2cm

20cm

9.4cm

14cm

◆額27.4cm×22cm（幅1.2cm）
　マット25.2cm×20cm
　（カット内寸14cm×9.4cm）
　作品サイズ15cm×10cm

第
���
回
二
科
展　
日
程
表

８
月

23
日（
木
） 

搬
入（
業
者
・
個
人
）

24
日（
金
） 

搬
入（
個
人
）16
時
ま
で

25
日（
土
）～
28
日（
火
） 

審
査

29
日（
水
） 

入
落
通
知
発
送

31
日（
金
）～
９
月
１
日（
土
）

 

業
者
選
外
作
品
搬
出

９
月

２
日（
日
） 

選
外
作
品
搬
出［
彫
刻
］

３
日（
月
）～
４
日（
火
）

 

個
人
選
外
作
品
搬
出

４
日（
火
） 

展
示
日

５
日（
水
） 

展
覧
会
初
日

 

テ
ー
プ
カ
ッ
ト
10
時

 

作
品
研
究
会

 

［
絵
画
］12
時
～
14
時

 

授
賞
式
14
時

 

祝
賀
会
18
時

８
日（
土
） 

ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク

 

［
絵
画
］13
時

9
日（
日
） 

ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク

 

［
絵
画
］13
時

 

［
彫
刻
］15
時

11
日（
火
） 

休
館
日

14
日（
金
） 

ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト
18
時

15
日（
土
） 

ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク

 

［
絵
画
］13
時

16
日（
日
） 

ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク

 

［
絵
画
］13
時

17
日（
月
） 

展
覧
会
最
終
日

 

14
時
ま
で

 

搬
出［
彫
刻
］

18
日（
火
） 

搬
出［
絵
画
・
彫
刻
］

19
日（
水
） 

搬
出［
絵
画
］　

　
　
　

絵
画
部
会
員

　
　

犬
童　

次
夫 
氏

ᨁ　ใ略
歴

一
九
五
一
年　

第
36
回
展
初
入
選

一
九
六
五
年　

第
50
回
展
記
念
賞

一
九
六
八
年　

第
53
回
展
会
友
推
挙

一
九
七
〇
年　

第
55
回
展
会
員
推
挙

一
九
八
七
年　

第
72
回
展会

員
努
力
賞

二
〇
一
八
年
四
月
九
日
逝
去

享
年
96
歳

棚
田
の
陽
光
と
幻
影　

Ｓ
１
２
０

　

第
102
回
展
出
品
作

　
　
　

絵
画
部
会
員

　
　

有
水　

基
雄 

氏

ᨁ　ใ略
歴

一
九
六
九
年　

第
54
回
展
初
入
選

一
九
七
三
年　

第
58
回
展
特
選

一
九
七
五
年　

第
60
回
展
パ
リ
賞

一
九
七
六
年　

第
61
回
展
会
友
推
挙

一
九
八
六
年　

第
71
回
展
会
員
推
挙

一
九
九
四
年　

第
79
回
展会

員
努
力
賞

二
〇
一
八
年
二
月
十
九
日
逝
去

享
年
85
歳

競
う　

Ｓ
１
３
０

　

第
101
回
展
出
品
作

　
　
　

彫
刻
部
会
員

　
　

岡
村　

謹
史 

氏

ᨁ　ใ略
歴

一
九
七
七
年　

第
62
回
展
特
選

一
九
七
八
年　

第
63
回
展
会
友
推
挙

一
九
八
〇
年　

第
65
回
展
会
友
賞

一
九
八
五
年　

第
70
回
展特

別
記
念
賞

一
九
八
七
年　

第
72
回
展
会
員
推
挙

一
九
九
六
年　

第
81
回
展
ロ
ー
マ
賞

二
〇
一
〇
年　

第
95
回
展
会
員
賞

二
〇
一
八
年
三
月
十
日
逝
去

享
年
74
歳

73''	2017　

第
102
回
展
出
品
作

　
　
　

絵
画
部
会
友

　
　

濱　

征
彦 

氏

ᨁ　ใ二
〇
一
八
年
二
月
十
九
日
逝
去

享
年
88
歳

略
歴

一
九
七
〇
年　

第
55
回
展
記
念
賞

一
九
七
一
年　

第
56
回
展
特
選

一
九
七
二
年　

第
57
回
展
パ
リ
賞

一
九
七
八
年　

第
63
回
展
会
友
推
挙

一
九
九
〇
年　

第
75
回
展
会
友
賞

　
　
　

絵
画
部
会
友

　
　

谷　

美
津
子 

氏

ᨁ　ใ二
〇
一
八
年
一
月
二
十
七
日
逝
去

享
年
73
歳

略
歴

一
九
七
八
年　

第
63
回
展
初
入
選

二
〇
〇
三
年　

第
88
回
展
特
選

二
〇
一
〇
年　

第
95
回
展
会
友
推
挙

イメージ
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◆
上
野
の
桜
が
終
わ
る
と
、

瑞
々
し
い
色
の
新
緑
の
な
か
で

春
季
二
科
展
開
催
で
す
。
選
抜

出
品
者
作
品
を
ま
ず
打
ち
出
し

た
会
場
は
、
夏
に
向
か
っ
て
萌

え
る
樹
々
の
明
る
さ
と
呼
応
す

る
よ
う
で
す
。
◆
春
季
３
賞
は
、

奈
良
、
新
潟
、
千
葉
の
一
般
出

品
者
の
作
品
が
、
昨
年
同
様
選

ば
れ
ま
し
た
。
短
い
会
期
で
す

が
、
春
季
展
は
手
ご
ろ
な
広
さ

の
会
場
で
、
選
抜
、
会
員
作
品

を
丁
寧
に
鑑
賞
で
き
、
本
展
と

は
ま
た
違
う
趣
旨
を
認
識
し
ま

す
。
◆
会
員
３
氏
が
選
ん
だ
作

品
寸
評
、
な
る
ほ
ど
。
◆
支
部

通
信
は
、
本
部
の
支
援
も
得
て
、

力
強
い
秀
作
が
目
立
つ
よ
う
に

な
っ
た
北
海
道
・
東
北
各
支
部

の
活
動
が
伝
え
ら
れ
ま
し
た
。

（
Ｎ
）

平
成
三
十
年
六
月
三
十
日
発
行

　
　
　

公
益
社
団
法
人   

二  

科  

会

〒
１
６
０
―
０
０
２
２

 

東
京
都
新
宿
区
新
宿
４
―
３
―
15

 

レ
イ
フ
ラ
ッ
ト
新
宿　

５
０
１
号
室

　
　

  

電
話 

０
３
（
３
３
５
４
）
６
６
４
６

　
　

  

Ｆ
Ａ
Ｘ 

０
３
（
３
３
５
４
）
４
７
６
８

編
集
委
員

 

委
員
長 

（  ）絵 

野　

村　

み
そ
ら

 

委　

員 

（  ）絵 

田　

川　

絵　

理

 
 

〃 

〃 

尾　

崎　

ゆ
き
子

 
 

〃 

〃 

谷　

口　

貞　

久

 
 

〃 

（  ）彫 

廣　

瀬　

友　

彦

 
 

〃 

〃 

宮　

澤　

光　

造

今
や
多
方
面
の
資
料
の
基
盤
と

な
っ
て
い
る
。
デ
ー
タ
の
蓄
積
は

色
々
な
角
度
か
ら
時
代
の
流
れ

や
傾
向
を
考
察
す
る
指
標
と
な

る
。
入
場
者
数
の
推
移
は
勿
論

の
こ
と
、
県
別
に
区
分
さ
れ
た

会
員
・
会
友
・
出
品
者
、
入
選

落
選
・
初
入
選
・
受
賞
・
推
挙

者
数
、
Ｕ
35
の
割
合
等
々
の
表

は
、
実
際
に
肌
で
感
じ
る
現
状

を
目
に
見
え
る
数
字
で
裏
打
ち

し
て
い
る
。

　

支
部
活
動
の
一
環
と
し
て
作

品
研
究
会
等
が
盛
ん
な
地
域
も

あ
れ
ば
、
応
募
者
は
い
る
が
会

員
会
友
が
不
在
で
、
出
品
作
品

が
中
々
入
選
水
準
ま
で
届
か
な

い
と
い
う
地
域
も
あ
り
、
デ
ー

タ
を
見
て
い
く
と
色
々
な
事
情

や
様
子
が
見
え
て
来
る
。

　

今
年
は
役
員
の
改
選
の
年
で

も
あ
っ
た
。
就
任
さ
れ
た
先
生

方
の
熟
思
と
行
動
力
の
一
つ
一
つ

の
小
さ
な
積
み
重
ね
が
二
科
会

全
体
の
大
き
な
幹
と
な
り
実
を

結
ぶ
の
だ
と
思
う
。

　

出
品
者
の
目
線
で
、
会
員
会

友
の
目
線
で
、
来
館
者
の
目
線

で
、
相
手
の
立
場
に
立
っ
て
物

事
が
考
え
ら
れ
た
ら
、
そ
れ
は

本
当
に
魅
力
的
な
組
織
に
な
る

と
思
う
。
素
敵
な
作
品
を
魅
力

的
に
展
示
し
て
い
る
二
科
展
だ

と
い
う
評
価
に
繋
が
れ
ば
、
こ

ん
な
に
嬉
し
い
こ
と
は
な
い
。

　

こ
こ
数
年
、
事
務
局
か
ら
発

信
し
、
返
信
Ｆ
Ａ
Ｘ
を
戴
く
回

★	二科ニュースweb入稿用アドレス	：�newsnika@gmail.com

◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇

　

事
務
局
だ
よ
り

編
集
後
記

　

震
度
６
弱
の
大
阪
を
中
心
と

し
た
地
震
の
ニ
ュ
ー
ス
や「
こ
こ

は
日
本
か
し
ら
？
」と
耳
を
疑
う

程
の
殺
伐
と
し
た
報
道
が
流
れ

る
昨
今
、
６
月
９
日
の
会
員
総

会
の
日
に
起
き
た
東
海
道
新
幹

線
の
無
差
別
殺
人
事
件
に
、
私

は
一
瞬
固
ま
っ
た
。
新
幹
線
時

刻
が
違
え
ば
日
帰
り
の
先
生
が

巻
き
込
ま
れ
る
可
能
性
も
…
と

思
う
と
ぞ
っ
と
し
た
の
だ
。
亡

く
な
ら
れ
た
方
の
ご
冥
福
を
お

祈
り
す
る
ば
か
り
で
す
。

　

国
立
新
美
術
館
へ
移
転
し
た

第
92
回
二
科
展
は
、
デ
ー
タ
ベ
ー

ス
を
導
入
し
始
め
た
年
で
も
あ

っ
た
。
今
で
は
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
が

審
査
集
計
か
ら
運
営
（
会
計
）
に

至
る
ま
で
あ
ら
ゆ
る
面
で
機
能

を
発
揮
し
、
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
抜
き

で
は
成
り
立
た
な
く
な
っ
た
よ
う

に
思
え
る
。
10
年
前
の
導
入
が

　

叙
勲

平
成
30
年
度 

春
の
叙
勲
で
、
江

㟢
榮
彦
会
員
が
、
教
育
に
お
け

る
永
年
の
貢
献
に
対
し
、
瑞
宝

小
綬
章
を
受
け
ら
れ
ま
し
た
。

観
る
だ
け
じ
ゃ
な
い
！

来
場
者
参
加
の
コ
ラ
ボ
展
示
へ

　

４
回
目
と
な
る
コ
ラ
ボ
展

示
は
、
会
場
が
１
階
Ａ
・
Ｂ
、

２
階
Ａ
・
Ｂ
・
Ｃ
・
Ｄ
、
３
階

Ａ
・
Ｂ
の
各
階
休
憩
室
と
広

が
り
ま
す
。
会
場
が
わ
か
ら

な
い
、
回
り
切
れ
な
い
、
と

の
来
場
者
の
ご
意
見
も
あ
り
、

各
階
に
広
が
る
会
場
周
知
の

た
め
の
新
企
画
で
す
。

　

二
科
展
観
覧
者
は
再
入
場

券
の
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
欄
に
、

各
コ
ラ
ボ
展
示
会
場
に
あ
る
８

つ
の
ス
タ
ン
プ
を
総
て
押
す
と

第
１
０
３
回
二
科
展
コ
ラ
ボ
展
示

　

展
示
室
巡
り

ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
　

（絵画） （彫刻） 展示者数 展示点数

会員 172名 172点 64名
（会友11名を含む）

64点
（会友11点を含む）

236名 236点

選抜者 46名
（賞3名）

46点 8名 8点 54名 54点

計 218名 218点 72名 72点 290名 290点

����य़ق二科లͷలࣔऀͱలࣔ
会場：東京都美術館　　会期：2018年4月17日〜4月24日

数
が
増
え
ま
し
た
。
そ
の
Ｆ
Ａ

Ｘ
に
最
近
は
Ｉ
Ｄ
番
号
を
記
入

し
て
、
期
限
内
に
約
７
割
の
先

生
が
ご
協
力
下
さ
っ
て
い
ま
す
。

た
か
が
一
枚
の
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
さ
れ
ど

一
枚
の
Ｆ
Ａ
Ｘ
。
事
務
局
を
案
ず

る
先
生
方
の
お
心
が
有
難
く
感

じ
ら
れ
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
始
ま
る
今
年
の
第

１
０
３
回
二
科
展
、
健
康
に
気

を
つ
け
て
、
事
故
の
無
い
よ
う

に
と
願
っ
て
お
り
ま
す
。

事
務
局
長　
　

塙　

珠
世

　

短
信

◆
第
��
回
昭
和
会
賞
展

会
友
・
尾
形
文
さ
ん「
ｓ
ｕ
ｐ
ｅ
ｒ 

ｍ
ｏ
ｏ
ｎ
」
50
Ｆ（
ア
ク
リ
ル
）と
、

会
友
・
竹
淵
直
美
さ
ん
「
ピ
エ
タ
」

50
Ｆ（
油
彩
）が
入
選
さ
れ
ま
し
た
。

今
期
も
、
二
科
展
Ｕ
35
室
の
意
欲

あ
る
作
品
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

◆
埼
玉
県
美
術
展
覧
会

彫
刻
部　

阿
部
昌
義
会
員
作
品

「
祭
り
の
夢
」が
埼
玉
県
知
事
賞
を

受
賞
さ
れ
ま
し
た

「
第
１
０
３
回
二
科
展
コ
ラ
ボ

展
示
缶
バ
ッ
ジ
」（
44
㎜
）
が
貰

え
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
コ
ラ
ボ
展
示
目

録
を
購
入
す
る
と
、
各
部
参

加
会
員
の
「
オ
リ
ジ
ナ
ル
作
品

缶
バ
ッ
ジ
」（
76
㎜
）
も
併
せ
て

貰
え
ま
す
。

　

会
員
の
「
オ
リ
ジ
ナ
ル
作
品

缶
バ
ッ
ジ
」
は
二
科
シ
ョ
ッ
プ

で
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
販
売
も
行

い
ま
す
。

　

新
た
な
企
画
で
来
場
者
の
流

れ
を
３
階
展
示
室
の
「
犬
テ
ー

ブ
ル
」
ま
で
誘
導
し
て
、
各
部

会
員
と
来
場
者
も
参
加
で
き
る

楽
し
い
コ
ラ
ボ
展
示
会
場
に

な
り
ま
す
。




